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（追加分） 

 

■ 授業の概要 

１．学校名： カリタス女子中学高等学校 

２．科目名： フランス語 

３．単位数： 2 単位＝45 分×週 2 時間（ネイティヴ 1 時間、日本人 1 時間、必修科目） 

４．担当者： 松木瑶子 

５．クラスの構成：中学 2 年生 19 名（ハーフクラスによる少人数展開） 

６．生徒の概況：言語レベルは CEFR A1 

 1 年次より学習を開始（今年度は学習 2年目）。1年次は内部進学者と外部入学者
に分かれたクラス編成だが、2 年次以降は内部進学者と外部入学者の別なく、出

席番号によるハーフクラス展開としている。 

 10 月 3 週目に実施される後期第一中間試験以降、ハーフクラス間で担当者が交

代する。 

 21 クラス偶数：英語のアドバンストクラスに所属する生徒と一般クラスに所属

する生徒が混在するクラス。まじめで比較的おとなしいが、学習意欲の高いクラ

ス。 

 21 クラス奇数：英語のアドバンストクラスに所属する生徒と一般クラスに所属

する生徒が混在するクラス。まじめでおとなしいが、学習意欲の高いクラス。 

 22 クラス偶数：英語の一般クラスに所属する生徒のみで構成されたクラス。明る

く活発なクラス。 

 22 クラス奇数：英語の一般クラスに所属する生徒のみで構成されたクラス。おと

なしいクラス。 

７．使用教科書：主教材：« Adosphère 1 »（Hachette, 2011） 

副教材：『ふらんす 夏休み学習号』（白水社、2022） 

 

■ 年間指導案 

１．年間目標： 

 自分のことや日常生活、学校生活など身の回りのことについて、フランス語の語彙や表現、それ

らの発音、文法、ことばの働きや特徴について学ぶとともに、フランス語による「聞く」、「読

む」、「話す」、「書く」ことの言語活動を通じ、コミュニケーションの相手や他者に配慮して、必

要な情報や考えを理解したり整理したり、あるいは表現したり伝え合ったりすることができる。 

 フランス語が、オリンピック・パラリンピックの公用語であるとともに、世界で広く使われてい

ることばであることも踏まえ、フランス語圏のさまざまな社会・文化に関心を広げ、日本を含む



多様な社会・文化について理解を深めていくことも目指す。 

生きて働く 

知識・技能の習得 

未知の状況にも対応できる 

思考力・判断力・表現力の育成 

学びを人生や社会に生かそうとする 

学びに向かう力・人間性の涵養 

 自分のことや日常生活、

学校生活など身の回りの

ことについて、必要な情

報や考えを理解したり整

理したり、あるいは表現

したり伝えあったりする

ために必要なフランス語

の語彙や表現、それらの

発音、文法、ことばの働

きや特徴などを理解し、

それらの知識を実際に活

用していくための技能を

身につける。 

 フランス語が、オリンピ

ック・パラリンピックの

公用語であることや、さ

まざまな国や地域で使わ

れていることについて知

るとともに、日本やフラ

ンス語圏の多様な文化に

ついて理解を深める。 

 自分のことや日常生活、学校

生活など身の回りのことにつ

いて、習得したフランス語の

知識・技能を状況に合わせて

適切に取捨選択・活用して、

コミュニケーションの相手や

他者に配慮しながら、必要な

情報や考えを理解したり整理

したり、あるいは表現したり

伝え合ったりすることができ

る。 

 フランス語圏にはさまざまな

社会・文化があるという知識

を踏まえ、日本を含む多様な

社会・文化において、状況を

適切に判断し、相手に配慮し

ながら行動することができ

る。 

 自分のことや日常生活、学校生

活など身の回りのことについて

学んだことを踏まえ、日本やフ

ランス語圏を含む多様な社会・

文化に目を向け理解を深めなが

ら、コミュニケーションの相手

や他者に配慮し、状況に応じて

適切に情報や考えを理解したり

整理したり、あるいは表現した

り伝え合ったりしていこうとす

る態度を養う。 

２．単元構成： 

月 単元名 

4、5 月  世界に広がるフランス語圏 

 中学 1 年生の復習 

 Module 4：Loïc（スポーツについて学ぼう） 

 Module 4 Leçon 1：自分のしているスポーツについて語ろう 

 動詞 faire、faire と jouer の使い分け 

 部分冠詞 

5、6 月  Module 4 Leçon 2：スポーツをする理由について語ろう 

 身体の名称 

 所有形容詞 

 pour ～ を使った表現（理由を表わす表現） 



 Module 4 Leçon 3：パラリンピック競技について考えよう 

 20～69 までの数字 

 つづりと発音の規則と数の表現 

 疑問文の作り方（3 通り） 

 パフォーマンス課題：自分の好きなスポーツ選手について紹介しよう 

7、8 月  夏休み課題 

 夏課題冊子（中 1～中 2 前期までの復習） 

 『ふらんす 夏休み学習号』（白水社） 

 食で発見！日本の中のフランコフォニー 

9、10 月  Module 5：Imane（道案内・街紹介をしよう） 

 Module 5 Leçon 1：道案内をしよう 

 場所や位置を表わす表現 

 道順を説明する表現 

 交通手段に関する表現 

 人称代名詞強勢形 

 動詞 préférer 

10、11 月  Module 5 Leçon 2：自分の住んでいるところについて語ろう 

 動詞 prendre 

 疑問副詞 où と quand の使い方 

 Module 5 Leçon 3：道路交通のルールについて学ぼう 

 不定冠詞と定冠詞 

 de と定冠詞の縮約 

 否定の de 

 パフォーマンス課題：自分の住んでいる街について紹介しよう 

12 月  Module 5 の復習 

 外国語発表会準備 

1、2、3 月  外国語発表会準備 

 Module 6：Oscar（パーティを開こう） 

 Module 6 Leçon 1：誕生日パーティに友人を招待しよう 

 時間の表現 

 曜日や月の表現 

 さまざまな er 動詞 

 動詞 venir 

 Module 6 Leçon 2：1 日の活動について語ろう 

 代名動詞 

 指示形容詞 

 Module 6 Leçon 3：パーティを企画するためのアドバイスをしよう 



 命令形と否定命令 

 パフォーマンス課題：自分の土曜日の過ごし方を紹介しよう 

 

■ 単元指導案 

１．単元名 

Module 5：Imane（道案内・街紹介をしよう） 

 

２．単元の目標  

Module 5 

 自分の住んでいる街について紹介できるようになろう。 

 道を尋ねたり、案内したりできるようになろう。 

 場所や交通手段について説明できるようになろう。 

 パリの地区や名所、建築物について知ろう。 

  

◎ フランス語で道案内や街紹介をするために必要な語彙や表現、発音、文法、ことばの働きや特徴

について学び、コミュニケーションの相手や他者に分かりやすく（場合によっては魅力的に）説

明する力を養う。また、道案内・街紹介において、必要な情報や考えを理解したり整理したり、

あるいは表現したり伝え合ったりすることができるようになる。 

◎ パリのさまざまな地区や名所、建築物について知るとともに、自分の住んでいる街について主体

的に調べることで、自分の街の魅力を再発見し、日本やフランスの多様な社会・文化に関心を広

げ理解を深めていくことも目指す。 

生きて働く 

知識・技能の習得 

未知の状況にも対応できる 

思考力・判断力・表現力の育成 

学びを人生や社会に生かそうとする 

学びに向かう力・人間性の涵養 

 道案内・街紹介において

必要となる語彙や表現、

発音、文法、ことばの働

きや特徴などを理解し、

それらの知識を実際に活

用していくための技能を

身につける。 

 パリのさまざまな地区や

名所、建物について知る

とともに、自分の住んで

いる街についても調べ、

地域についてより深く知

ることができる。 

 道案内・街紹介において、習

得したフランス語の知識・技

能を、状況に合わせて適切に

取捨選択・活用して、コミュ

ニケーションの相手や他者に

分かりやすく（場合によって

は魅力的に）説明することが

できる。 

 道案内・街紹介において、パ

リや日本のさまざまな街に関

する知識を踏まえ、相手や他

者に配慮したり、地域事情を

考慮したりしながら、状況に

応じて適切に案内・紹介をす

 道案内・街紹介について学んだ

ことを踏まえ、日本やフランス

語圏を含む多様な社会・文化に

目を向け理解を深めながら、コ

ミュニケーションの相手や他者

に配慮し、状況に応じて必要な

情報や考えを理解したり整理し

たり、あるいは表現したり伝え

合ったりしていこうとする主体

的な態度を養う。 

 自分の住む街について主体的に

調べ、必要な情報を獲得・整理し

ていくことで、地域の魅力を再

発見することができる。 



ることができる。 

 

 

 

３．社会と文化への気づきのポイント 

 パリのさまざまな地区や名所、建築物について知るとともに、自分の住んでいる街について調べ、

必要な情報を整理したたうえで紹介することで、自分の街の魅力を再発見することができる。 

 日本とフランスについて、それぞれ地域ごとに多様な社会・文化があることに気づくことができ

る。 

 

４．他教科・他科目との連携 

 社会科：地理的分野（1 年次） 

 国語科：接続詞や命令表現・敬語表現などとの比較 

 英語科：道案内に関する英語特有の表現との比較（接続詞や命令文など） 

 i-Time（総合的な学習の時間）：調べたことを聞き手や読み手の立場になって分かりやすく表現

する 

 

５．パフォーマンス課題 

自分の住んでいる街について紹介しよう 

 

カリタスは海外の学校と英語やフランス語で交流をしています。オンライン交流をした La Tour 高   

校に通うクロエちゃんからメッセージが届きました。メッセージには、クロエちゃんが住んでいる

街について紹介されています。そこで、あなたもお返事で、クロエちゃんに自分の街について紹介

しましょう。また、次回のオンライン交流会に向けて、自分の街についてフランス語で語れるよう

にしましょう。 

 

＜注意事項＞ 

 例文を参考にして作成しましょう。 

 以下の 6 項目を必ず入れましょう。 

1）学校の名前 

2）自分の住んでいる場所 

3）自分の街にあるもの 

4）près de ~ を使った表現 



5）loin de ~ を使った表現 

6）自分の住んでいる街で、何をするのが好きか 

 

 

 

 

 

 

 

例文 

 
 

６．学習指導における具体的な評価規準 

 

 

知識・技能 

 

 

思考・判断・表現 

学びに向かう力・人間性 

 

主体的に 

学びに取り組む態度 

観点別状況評価や評定には示しきれない 

一人ひとりの生徒の 

よい点・可能性・進歩の状況 

⇒観点別学習状況評価  ⇒個人内評価 

 道案内・街紹介に

おいて必要となる

語彙や表現、発音、

文法、ことばの働

きや特徴などを理

解し、それらの知

識を実際に活用し

ていくための技能

を身につけること

 道案内・街紹介にお

いて、習得したフラ

ンス語の知識・技能

を、状況に合わせて

適切に取捨選択・活

用して、コミュニケ

ーションの相手や他

者に分かりやすく

（場合によっては魅

 道案内・街紹介に

おいて学んだこ

と、また日本やフ

ランスの社会・文

化について学んだ

ことを踏まえなが

ら、コミュニケー

ションの相手や他

者に配慮して、必

 道案内・街紹介におい

て学んだことを踏ま

え、日本やフランス語

圏を含む多様な社会・

文化に目を向け理解を

深めていく態度を養う

ことができた。 

 自分の住む街について

主体的に調べ、必要な

 Thème（仏作文） 

自分の通っている学校と、自分の住んでいる街について話そう！ 

Et toi, comment s‛appelle ton collège ? Donne le nom d‛autres lieux de ta ville. 
 
例）Mon collège s‛appelle le collège Caritas. J‛habite à Yokohama. Dans ma ville, il y a 

tout : une piscine, une bibliothèque, des jardins, des supermarchés, etc. Moi, j‛habite 

près du centre commercial LaLaport et pas loin de la bibliothèque Yamauchi. J‛adore 

faire des courses* près de chez moi. C‛est pratique* ! 
 

faire des courses* 買い物をする pratique* 便利 



ができた※1。 

 パリのさまざまな

地区や名所、建物

について知るとと

もに、自分の住ん

でいる街について

も調べ、地域につ

いてより深く知る

ことができた。 

力的に）説明する※2

ことができた。 

 道案内・街紹介にお

いて、パリや日本の

さまざま街に関する

知識を踏まえ、コミ

ュニケーションの相

手や他者に配慮した

り、地域事情を考慮

したりしながら、状

況に応じて適切に案

内・紹介する※2こと

ができた。 

要な情報や考えを

主体的に整理した

り理解したり、あ

るいは表現したり

伝え合ったりしよ

うとしている。 

 自分の住む街につ

いて主体的に調

べ、必要な情報を

獲得し整理するこ

とができた。 

情報を獲得・整理して

いくことで、地域の魅

力を再発見することが

できた。 

※1：具体的には、「7．単元の指導と評価の計画」のうち「学習活動」項目の下線部について、動詞の場

合は活用や意味、使い方を正しく理解できているか、それ以外については、意味や使い方を正しく理解

できているかを評価する。 

※2：ネイティヴの授業では「聞く」と「話す」を、日本人の授業では「読む」と「書く」を評価対象と

している。 

 

７．単元の指導と評価の計画 

次 学習活動 具体的な評価規準 評価方法 

1  Module 5 の目標説明 

 道案内に関する dialogue を読

んで理解する 

 habiter、préférer、その他道案内

に使うさまざまな er 動詞の学

習 

【知識・技能】 

 道案内において必要となる語

彙や表現、文法を理解し、それ

らの知識を踏まえて道案内の

会話文の内容を理解できてい

る。 

（記録に残す評価は行わ

ないが、ねらいに即して

生徒の活動を確認する） 

2  道案内に関する dialogue を読

んで理解し、表現する 

 前置詞、場所を表わす表現、交

通手段に関する表現の学習 

 人称代名詞強勢形および「chez 

+ 強勢形」の表現を学ぶ 

 パリの街並みについて知る 

 街中の単語や道案内に必要な

表現を学ぶ 

【知識・技能】 

 街中の語彙（建造物に関する語

彙）、および道案内に必要な語

彙や表現、文法を理解し、それ

らの知識を踏まえて道案内の

会話文の内容を理解している。 

 パリの地区や名所、建物につい

て知識を深めることができる。 

該当箇所の内容で作成さ

れた宿題プリント⑬⑭の

取り組み状況 

3  道順の説明に必要な表現や物 【知識・技能】 該当箇所の内容で作成さ



事を順序立てて言う際の表現

の学習 

 prendre の意味と活用の学習 

 道順の説明に必要な語彙や表

現、物事を順序立てて説明する

際の表現を理解している。 

【思考・判断・表現】 

 地図を見て、道順を相手に分か

りやすく順序立てて説明する

ことができる。 

れた宿題プリント⑮の取

り組み状況 

4  道案内の表現と物事を順序立

てて言う際の表現の復習 

 街紹介のモノローグを読んで

理解する 

 以下の文法事項について学ぶ 

①不定冠詞と定冠詞 

②de + 定冠詞 le, les の縮約形 

③否定の de 

④疑問文の作り方（復習） 

【知識・技能】 

 道順の説明に必要な語彙や表

現、ことばの働きや特徴、また、

物事を順序立てて言う際の表

現を理解している。 

 道案内や街紹介をするうえで、

正確に伝えるために必要な文

法事項を理解している。 

【思考・判断・表現】 

 地図を見て、道順を相手に分か

りやすく順序立てて説明する

ことができる。 

 道順を尋ね、（地図上で）目的

地までたどることができる。 

該当箇所の内容で作成さ

れた宿題プリント⑯の取

り組み状況 

5  パリの地区や名所、建築物につ

いて知る 

 不定冠詞と定冠詞、前置詞の縮

約、場所を表わす前置詞の復習 

【知識・技能】 

 道案内や街紹介をするうえで、

正確に伝えるために必要な文

法事項を理解している。 

 パリの地区や名所、建物につい

て知識を深めることができる。 

該当箇所の内容で作成さ

れた宿題プリント⑰の取

り組み状況 

6  街紹介のモノローグを理解し、

表現する 

 疑問副詞 où と quand を使った

疑問文の作り方、答え方の学習 

 道案内に関する会話表現の復

習と重要表現の確認 

 自分の街の紹介文を作成する 

【知識・技能】 

 街紹介に必要な表現や、物事を

順序立てて言う際の表現を理

解している。 

 道案内において、相手との約束

に必要な語彙や表現、文法を理

解している。 

 自分の住んでいる街について

調べ、地域についてより深く知

ることができる。 

該当箇所の内容で作成さ

れた宿題プリント⑱⑲⑳

の取り組み状況 

 



【思考・判断・表現】 

 道案内に必要な語彙や表現、文

法事項等を踏まえ、相手に目的

地までのルートや交通手段な

ど必要な情報を的確に伝える

ことができる。 

 道案内や街紹介に関する語彙

や表現、文法事項等を踏まえ

て、自分の住む街について読み

手に分かりやすく（場合によっ

ては魅力的に）伝わるよう紹介

文を作成している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 自分の住む街について主体的

調べ、必要な情報を獲得・整理

してフランス語での紹介文の

作成に活かそうとしている。 

7  道案内に関する会話表現の復

習と重要表現の確認 

 交通手段の表現の復習 

 自分の街の紹介文の修正 

【知識・技能】 

 道順の説明に必要な語彙や表

現、文法、また、物事を順序立

てて言う際の表現を理解して

いる。 

 自分の住んでいる街について

調べ、地域についてより深く知

ることができる。 

【思考・判断・表現】 

 道案内や街紹介に関する語彙

や表現、文法事項等を踏まえ

て、自分の住む街について読み

手に分かりやすく伝わるよう

紹介文を作成している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 Module 5 でのこれまでの学び

を踏まえ、読み手に配慮しなが

ら、必要な情報や考えを主体的

に整理し表現しようとしてい

る。 

該当箇所の内容で作成さ

れた宿題プリント⑲⑳の

取り組み状況 



 自分の住む街について主体的

に調べ、必要な情報を獲得・整

理してフランス語での紹介文

の作成に活かそうとしている。 

備考： 

「7．単元の指導と評価計画」は、週 2 時間のうちの日本人教員の授業についての内容となっている。 

① 1～4 次 

期間   ：9 月～10 月中旬（後期第一中間試験前）まで 

学習箇所 ：Module 5 導入と Module 5 Leçon 1 : c’est où, chez toi ? 

  担当クラス：21、22 偶数クラス 

② 5～7 次 

期間   ：10 月中旬（後期第一中間試験後）～12 月まで 

学習箇所 ：Module 5 Leçon 2 : Mon quartier と Module 5 Leçon 3 : Le jeu de code de la rue 

  担当クラス：21、22 奇数クラス 

 

８．パフォーマンス課題の評価ルーブリック 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

a 街紹介に必要な語彙、表現、

発音、文法、ことばの働きや特

徴などを理解し、それらを適切

に活用していこうとしている。 

a 街紹介に必要な知識・技能を

活用し、自分の住む街にあるも

のや街の特徴、魅力などを考え

整理したうえで、読み手にとっ

て理解しやすく魅力的な紹介

文をフランス語で作成し、表現

している。 

a 自分の住む街について主体的

に調べ、必要な情報を獲得・整

理しようとしている。 

b 一部に語彙や表現、文法等の

誤りがあるが，フランス語を使

って自分の街の紹介文を作成

している。 

b 一部理解しにくい箇所がある

が、自分の住む街にあるものや

街の特徴をまとめ、フランス語

で表現しようとしている。 

b 自分の住む街について調べ、

必要な情報を獲得している。 

c「b」を満たしていない。 c「b」を満たしていない。 c「b」を満たしていない。 

 

■ 本時の指導案 

 

１．本時の指導と評価の計画（第 6 次） 

分 学習活動 具体的な評価規準 評価方法 

 5  あいさつ 

 出席確認 

 本時の内容説明 

― ― 



10  宿題プリント⑱の確認 

①不定冠詞と定冠詞の使い分け 

②パリの街をガイドしよう 

 パリの名所紹介 

【知識・技能】 

 不定冠詞と定冠詞の違いを正

しく理解している。 

 街紹介に必要な表現（à droite, 

à gauche, tout droit など）や物

事を順序立てて言う際の表現

を理解している。 

該当箇所の内容で作成

された宿題プリント⑱

の取り組み状況の確認 

 5  疑問文の作り方の復習 

①主語 + 動詞 ？ 

②Est-ce que + 主語 + 動詞 ? 

③動詞 + 主語 ?  

 文法プリント p.11 

疑問副詞 où と quand を使った疑

問文の作り方、答え方 

 宿題プリント⑲ 

①疑問副詞 oùと quand を使った

疑問文の作り方、答え方 

②道案内に関する会話表現の復

習と重要表現の確認 

 文法プリント p.12 

①交通手段の表現 

【知識・技能】 

 道案内において、相手との約

束に必要な語彙や表現、文法

（疑問副詞 où と quand、およ

びそれらを使った疑問文）を

正しく理解している。 

【思考・判断・表現】 

 道案内に必要な語彙や表現、

文法事項等を踏まえ、相手に

目的地までのルートや交通手

段など必要な情報を的確に伝

えることができる。 

該当箇所の内容で作成

された宿題プリント⑲

の取り組み状況の確認 

20  宿題プリント⑳ 

自分の街の紹介文の作成 

【思考・判断・表現】 

 道案内や街紹介に関する語彙

や表現、文法事項等を踏まえ

て、自分の住む街について読

み手に分かりやすく（場合に

よっては魅力的に）伝わるよ

う紹介文を作成している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 自分の住む街について主体的

調べ、必要な情報を獲得・整理

してフランス語での紹介文の

作成に活かそうとしている。 

該当箇所の内容で作成

された宿題プリント⑳

の取り組み状況の確認 

5 まとめ ― ― 

備考： 

宿題プリント⑳（パフォーマンス課題に関するプリント）はロイロノートへの提出とし、教員が添削す

る。生徒の紹介文は、必要に応じて授業内またはロイロ内で共有する。 
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